
問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

人
権
生
活
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

●�

９
月
5
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

●�

９
月
19
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生

活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

※�
定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

●�

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽�

募
集
住
宅　

県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅
（
募
集
案
内
に
記
載
）

▽�

募
集
案
内
配
布
と
申
込
受
付
期
間　

９
月
４
日
水
～
12
日
木

▽�

募
集
案
内
配
布
場
所　

住
宅
係
窓
口

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
住
宅
供
給
公

社
県
営
住
宅
管
理
部
（
☎
〈
０
９
２
〉

７
８
１
局
８
０
２
９
）

遠
賀
病
院
保
育
士
募
集

　

お
ん
が
病
院
内
の
病
児
・
病
後
児
保

育
室
で
働
く
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

時
給　

８
５
０
円
～
９
５
０
円

▽�

勤
務
内
容　

病
児
・
病
後
児
の
預
か
り

※
保
育
士
資
格
が
必
要
で
す
。

▽�

勤
務
日
時　

月
～
土
・
午
前
８
時
～

午
後
５
時
30
分
（
シ
フ
ト
制
）

※�

休
暇
や
勤
務
形
態
な
ど
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

遠
賀
中
間
医
師
会
お
ん

が
病
院
（
☎
２
８
１
局
２
８
１
０
）

芦
屋
港
活
性
化
推
進
委
員
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

芦
屋
港
の
活
性
化
に
関
す
る
事
項
を

審
議
す
る
「
芦
屋
港
活
性
化
推
進
委
員

会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

募
集
人
数　

２
人
程
度

▽�

任
期　

就
任
の
日
か
ら
2
年
間

▽�

応
募
期
間　

９
月
２
日
月
～
12
日
木
・

午
後
５
時
15
分（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

▽�

応
募
資
格　

令
和
元
年
９
月
１
日
現

在
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人

◦�
町
内
に
住
ん
で
い
る
、
ま
た
は
勤
め

て
い
る
20
歳
以
上
の
人

◦�

芦
屋
町
議
会
議
員
、
芦
屋
町
職
員
で

な
い
人

◦�

平
日
の
午
後
７
時
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
で
き
る
人

▽�

応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
持
参
・
郵
送
（
〒
８
０
７

－

０
１
９
８　

芦
屋
町
役
場
芦
屋
港
活

性
化
推
進
室
事
業
推
進
係
）・
フ
ァ
ク

ス
（
２
２
３
局
３
９
２
７
）・
電
子
メ

ー
ル
（kow

an@
tow
n.ashiya.lg.jp 

）

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
芦
屋
港
活
性
化
推
進
室
事

業
推
進
係
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▽�

選
考
方
法　

提
出
さ
れ
た
申
込
書
に

基
づ
い
て
選
考
し
、
結
果
は
個
別
に

文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

事
業
推
進
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
５
０
）

総
合
振
興
計
画
審
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

次
期
総
合
振
興
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
幅
広
く
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

※�

総
合
振
興
計
画
と
は
、
長
期
的
な
展

望
の
も
と
、
ま
ち
の
将
来
像
を
明
確

に
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
す

計
画
で
す
。

▽�

募
集
人
数　

２
人
程
度

▽�

任
期　

令
和
元
年
10
月
～
３
年
３
月

（
予
定
）

▽�

開
催
回
数　

令
和
元
年
度
＝
３
回
、

２
年
度
＝
４
回
開
催
（
予
定
）

▽�

応
募
期
間　

９
月
２
日
月
～
12
日
木
・

募
集

相
談
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午
後
５
時
15
分（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

▽�
応
募
資
格　

令
和
元
年
９
月
１
日
現

在
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人

◦�

町
内
に
住
ん
で
い
る
18
歳
以
上
の
人

◦�

芦
屋
町
議
会
議
員
、
芦
屋
町
職
員
で

な
い
人

◦�

平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き

る
人

▽�

応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
持
参
・
郵
送
（
〒
８
０
７

－

０
１
９
８　

芦
屋
町
役
場
企
画
政
策

課
企
画
係
）・
フ
ァ
ク
ス
（
２
２
３
局

３
９
２
７
）・
電
子
メ
ー
ル
（kikaku@

tow
n.ashiya.lg.jp

）
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
企
画
政
策
課
企
画
係
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

選
考
方
法　

提
出
さ
れ
た
申
込
書
に

基
づ
い
て
選
考
し
、
結
果
は
個
別
に

文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

企
画
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
０
）

芦
屋
町
中
央
病
院
跡
地
活
用

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
を
募
集

　

平
成
30
年
３
月
に
新
築
移
転
の
た
め

に
閉
鎖
し
た
芦
屋
中
央
病
院
跡
地
の
活

用
方
法
を
今
年
度
か
ら
検
討
を
進
め
、
令

和
２
年
度
に
基
本
構
想
を
作
成
し
ま
す
。

　

検
討
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
住
民
の

皆
さ
ん
で
構
成
す
る
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

募
集
人
数　

２
人
程
度

▽�

応
募
資
格　

◦�

町
内
に
住
ん
で
い
る
ま
た
は
勤
め
て

い
る
人

◦�

芦
屋
町
議
会
議
員
、
芦
屋
町
職
員
で

な
い
人

▽�

任
期　

10
月
～
12
月
ま
で
（
２
回
程

度
を
予
定
）

▽�

申
し
込
み　

９
月
17
日
火
ま
で
に
地

方
創
生
推
進
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

７
１
）
へ

第
14
回
筑
前
芦
屋
だ
ご
び
ー
な
と

わ
ら
馬
ま
つ
り

　

今
年
は
、
町
内

各
施
設
で
わ
ら
馬

を
展
示
し
ま
す
。

▽�

展
示
期
間　

９
月
１
日
日
～
23
日
月

　

最
終
日
の
正
午
か
ら
中
央
公
民
館
で

先
着
１
０
０
人
に
わ
ら
馬
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
当
日
・
午
前
10
時
か
ら
中

央
公
民
館
３
階
事
務
室
で
整
理
券
を
配

布
し
ま
す
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）。

▽�

展
示
場
所　

中
央
公
民
館
、
芦
屋
釜

の
里
、
芦
屋
歴
史
の
里
、
マ
リ
ン
テ

ラ
ス
あ
し
や
、芦
屋
町
観
光
協
会
（
ア

ク
ア
シ
ア
ン
）

※�

だ
ご
び
ー
な
の
展
示
は
、
中
央
公
民
館
で

行
い
ま
す
。

�

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
町
観
光
協
会（
☎

２
２
１
局
１
０
０
１
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　

９
月
17
日
火
・
18
日
水
・
24
日

火
・
25
日
水
の
日
没
か
ら
午
後
９
時
ご

ろ
ま
で
の
間
（
予
備
日
９
月
19
日
木
・

26
日
木
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

　

毎
週
月
・
火
曜
日
の
日
没
か
ら
午
後

９
時
ご
ろ
ま
で
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

受
講
者
を
募
集　

▽�
と
き　

10
月
24
日
木
～
令
和
２
年
２

月
６
日
木
の
指
定
さ
れ
た
火
・
木
（
全

25
回
）・
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※�
時
間
は
内
容
に
よ
り
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▽�
と
こ
ろ　

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
（
宗
像

市
久
原
）

▽�

対
象　

芦
屋
町
に
居
住
し
て
お
り
、

介
護
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
人
と

従
事
し
て
い
る
人

▽�

定
員　

２
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
せ
ん
）

▽�

受
講
料　

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

▽�

研
修
実
施
機
関　

麻
生
教
育
サ
ー
ビ

ス
（
株
）（
☎
〈
０
９
２
〉
４
３
２
局

６
２
６
６
）

▽�

申
し
込
み　

10
月
２
日
水
ま
で
に
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３

６
）
へ

※�

受
講
案
内
書
と
申
込
用
紙
は
、
役
場

福
祉
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

町
内
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す

　

地
域
を
美
し
く
す
る
清
掃
活
動
に
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
と
き　

９
月
15
日
日
・
午
前
８
時
～
９

時
（
延
期
日
22
日
日
）

※�

雨
天
延
期
の
場
合
は
午
前
７
時
30
分

以
降
に
、
各
自
治
区
長
ま
た
は
環
境
・

公
園
係
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※�

ご
み
は
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い

ご
み
、
草
類
に
分
け
て
収
集
し
、
指

定
さ
れ
た
ご
み
集
積
所
に
集
め
て
く

だ
さ
い
。

※�

家
庭
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※�

燃
え
る
ご
み
と
草
類
は
混
ぜ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
８
）

お
し
ら
せ
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敬
老
祝
金
を
給
付
し
ま
す

　

町
で
は
、
70
歳
、
77
歳
、
88
歳
に
な

る
人
に
敬
老
祝
金
（
芦
屋
町
商
工
会
商

品
券
）
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
給
付
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
９
月
上
旬
に
申
請
書

を
送
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
の
う
え
、
９
月
30
日
月
ま
で
に
対

象
者
本
人
か
家
族
、
ま
た
は
代
理
の
人

が
役
場
高
齢
者
支
援
係
窓
口
で
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
受
け
付

け
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

窓
口
で
申
請
す
る
場
合
は
、
左
記
の

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
請
す
る
人
の
印
鑑

②�

申
請
す
る
人
の
本
人
確
認
書
類
（
官

公
庁
が
発
行
す
る
も
の
）

③�

申
請
書
（
対
象
者
本
人
以
外
の
人
が

申
請
す
る
場
合
は
、
委
任
欄
に
対
象
者

本
人
の
署
名
と
押
印
が
必
要
で
す
）。

▽�

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
６
）

敬
老
会
の
ご
案
内

▽��

と
き　

９
月
28
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午
（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋　

多

目
的
ホ
ー
ル
「
夢
リ
ア
」

▽�

内
容　

式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
�

ロ
ケ
ッ
ト
団
（
漫
才
シ
ョ
ー
）、
ア
ダ

チ
宣
伝
社
（
楽
し
い
音
楽
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
）、
藤
永
翠す
い
じ
ゅ珠
民
謡
シ
ョ
ー

▽�

対
象　

昭
和
25
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
（
今
年
度
中
に
70
歳
以

上
に
な
る
人
）

※�

対
象
者
に
は
、
９
月
上
旬
に
招
待
ハ

ガ
キ
を
送
り
ま
す
。
入
場
と
記
念
品

引
換
え
に
必
要
で
す
の
で
当
日
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

▽�

記
念
品　

芦
屋
町
商
工
会
商
品
券（
１

０
０
０
円
分
）

▽�

送
迎　

会
場
ま
で
の
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。
利
用
す
る
人
は
招
待
ハ

ガ
キ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

そ
の
他　

対
象
者
1
人
に
つ
き
介
添

者
1
人
ま
で
の
同
伴
も
可
能
で
す
。

※
介
添
者
の
記
念
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
６
）

福
岡
県
腎
臓
疾
患
患
者
福
祉
給
付
金

（
前
期
４
～
９
月
分
）

　

就
労
な
ど
で
、
午
後
５
時
以
降
、
月

に
５
回
以
上
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
を
対
象
に
交

通
費
を
一
部
助
成
し
ま
す
。
給
付
に
は

所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽��

給
付
額　

月
額
２
０
０
０
円

▽�

締
め
切
り　

９
月
30
日
月

▽�

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
・

生
活
支
援
係（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

芦
屋
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

申
請
は
お
早
め
に

　

10
月
か
ら
使
用
で
き
る
「
芦
屋
町
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引
換
券
交
付

申
請
」
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請

書
の
提
出
か
ら
引
換
券
発
送
ま
で
、
１
カ

月
程
度
の
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
商
品
券
の
購
入
を
希
望
す
る

人
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
請
で
き
る
人　

平
成
31
年
度
分
の

住
民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税
の
人

※�
右
記
の
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

７
月
末
に
申
請
書
と
非
課
税
通
知
書

を
発
送
し
て
い
ま
す
。

※�

平
成
31
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

や
配
偶
者
、
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ

て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

▽
申
請
受
付
場
所　

福
祉
課
横
受
付

※�

詳
細
は
、
広
報
あ
し
や
（
７
月
15
日
号
）

に
折
り
込
ん
で
い
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
芦

屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

２
０
２
０
年
版
福
岡
県
民
手
帳
の

購
入
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

　

福
岡
県
民
手
帳
は
、
県
内
の
市
町
村

の
概
要
や
、
県
内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
窓
口
、
主
な
施
設
の
情
報
、
統
計

デ
ー
タ
な
ど
、
情
報
満
載
の
手
帳
で
す
。

　

こ
の
福
岡
県
民
手
帳
を
11
月
か
ら
発

売
し
ま
す
。
町
で
は
事
前
に
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

９
月
30
日
月
ま
で
に
、

企
画
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
７
０
）
へ

※�

手
帳
の
受
け
渡
し
は
11
月
下
旬
に
、

代
金
引
換
で
行
い
ま
す
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
ス
ス
メ

～
堆
肥
化
講
座
～

　

家
庭
の
生
ご
み
を
基
材
に
混
ぜ
て
分
解

さ
せ
、
堆
肥
を
作
れ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
。
ご
み
が
減
る
、
お
い
し
い
野
菜
も
育

つ
、
と
嬉
し
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
講
座
で

は
、
受
講
者
に
無
料
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▽�

と
き　

10
月
４
日
金
・
午
後
６
時
30

分
～
８
時

お
し
ら
せ

年齢 生 年 月 日 給付金額

70歳
昭和 24 年４月２日　
～昭和 25 年４月１日

１万円

77歳
昭和 17 年４月２日　
～昭和 18 年４月１日

２万円

88歳
昭和６年４月２日　
～昭和７年４月１日

３万円

▲�令和元年９月１日時点で、１年以
上継続して芦屋町の住民基本台帳
に記載されている人が対象です。
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▽
と
こ
ろ　

水
巻
町
中
央
公
民
館

▽�
対
象　

遠
賀
郡
・
中
間
市
地
域
在
住

の
人

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

30
人

▽�

申
し
込
み　

９
月
30
日
月
ま
で
に
福
岡

県 

広
域
地
域
振
興
課
（
☎
〈
０
９
２
〉

６
４
３
局
３
２
１
０
）

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

　

就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
の
あ
る
人

が
企
業
の
人
事
担
当
者
と
直
接
面
談
で

き
ま
す
。

※�

参
加
費
用
は
無
料
で
す
。
履
歴
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽��

と
き　

10
月
30
日
水
・
午
後
１
時
～

４
時

▽�

と
こ
ろ　

西
日
本
総
合
展
示
場
新
館

Ａ
Ｉ
Ｍ
ビ
ル
（
小
倉
北
区
浅
野
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡

（
☎
６
２
２
局
５
５
６
６
）

入
っ
て
安
心
交
通
災
害
共
済

　

１
口
５
０
０
円
（
年
額
）
か
ら
加
入

で
き
ま
す
（
１
人
２
口
ま
で
加
入
可
）。

万
一
に
備
え
て
、加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽�

加
入
資
格　

①
町
内
に
住
む
人
（
町

外
に
住
む
学
生
も
、
家
族
と
一
緒
で

あ
れ
ば
申
し
込
め
ま
す
）
②
本
町
に

勤
務
す
る
人
本
人
（
北
九
州
市
、
中

間
市
、
行
橋
市
、
本
町
以
外
の
遠
賀

郡
内
、
苅
田
町
、
み
や
こ
町
に
住
民

票
の
あ
る
人
は
、
住
所
地
の
市
役
所
、

町
役
場
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
）

▽�

加
入
手
続
き　

９
月
上
旬
か
ら
、
各

区
の
世
話
人
が
、
家
庭
を
訪
問
し
ま

す
。
自
治
区
に
未
加
入
の
人
は
、
９

月
２
日
月
以
降
に
住
民
係
へ
掛
金
を

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

住
民
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
１
）

私
も
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

成
分
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽�
と
き　

10
月
１
日
火
、
２
日
水
の
午

前
８
時
40
分
～
11
時
50
分

▽�

と
こ
ろ　

く
ろ
さ
き
ク
ロ
ー
バ
ー（
八

幡
西
区
西
曲
里
町
）

※�

役
場
玄
関
前
に
集
合
後
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

▽�

内
容　

成
分
献
血
（
血
小
板
・
血
し

ょ
う
）

▽�

対
象　

◉
血
小
板
成
分
献
血
＝
男
性

は
18
～
69
歳
、
女
性
は
18
～
54
歳
。

◉
血
し
ょ
う
成
分
献
血
＝
18
～
69
歳
。

た
だ
し
65
歳
以
上
の
献
血
は
、
60
～

64
歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
人
の
み
。

と
も
に
体
重
が
45
㎏
以
上
の
人

※�

献
血
可
能
日
を
献
血
カ
ー
ド
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　

９
月
24
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

３
３
）
へ

ご
協
力
の
お
礼
と
ご
報
告

　

令
和
元
年
度
に
行
っ
た
更
生
保
護
募

金
と
日
本
赤
十
字
募
金
で
は
、
自
治
区

な
ど
の
皆
さ
ん
や
役
場
に
設
置
し
た
募

金
箱
な
ど
を
通
じ
て
、
次
の
金
額
が
集

ま
り
ま
し
た
。

【
更
生
保
護
募
金
】

▽�

募
金
額　
35
万
10
円

※�

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金

は
、遠
賀
保
護
区
保
護
司
会
に
送
金
し
、

保
護
司
の
活
動
資
金
と
な
り
ま
す
。

【
日
本
赤
十
字
募
金
】

▽�

募
金
額　
76
万
３
２
０
０
円

※�

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募

金
は
、
日
本
赤
十
字
社
に
送
金
し
、

国
内
外
の
救
援
・
救
助
な
ど
の
活
動

資
金
と
な
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

募
金
運
動
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験

　

福
岡
県
で
は
、
砂
利
採
取
に
伴
う
災

害
の
防
止
に
関
す
る
必
要
な
知
識
と
技

術
的
事
項
の
砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試

験
を
行
い
ま
す
。

▽�

試
験
日　

11
月
８
日
金

▽�

試
験
会
場　

福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎

（
福
岡
市
博
多
区
）

▽�

受
験
手
数
料　

８
０
０
０
円

▽�

願
書
の
配
布
期
間　

９
月
30
日
月
ま
で

▽�

願
書
の
受
付
期
間　

９
月
６
日
金
～
30

日
月

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
商
工
部
工
業

保
安
課
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４
３
局

３
４
３
８
）
へ

魚
見
地
区
・
船
頭
町
地
区
の

都
市
計
画
変
更
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　

魚
見
地
区
と
船
頭
町
地
区
の
都
市
計

画
を
変
更
し
ま
し
た
の
で
、
変
更
後
の

計
画
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

▽�

縦
覧
内
容

　

①
魚
見
地
区

◦�

遠
賀
広
域
都
市
計

画
用
途
地
域
の
変

更
（
芦
屋
町
決
定
）

◦�

遠
賀
広
域
都
市
計

画
地
区
計
画
の
変

更
（
芦
屋
町
決
定
）

　

②
船
頭
町
地
区

◦�

遠
賀
広
域
都
市
計

画
地
区
計
画
の
変

更
（
芦
屋
町
決
定
）

▽�

縦
覧
場
所　

役
場

企
画
政
策
課

▽�

問
い
合
わ
せ　

企
画
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
０
）

正門町交差点

スーパーはまゆう マリンテラスあしや

芦屋釜の里なみかけ大橋
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地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
と
は

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効

果
ガ
ス
を
削
減
す
る
た
め
、
町
自
ら
が

事
業
者
・
消
費
者
と
し
て
の
地
球
温
暖

化
に
配
慮
し
た
行
動
に
取
り
組
む
計
画

で
す
。
芦
屋
町
で
は
平
成
13
年
度
に
第

１
期
を
策
定
し
、
現
在
は
32
年
度
ま
で

の
５
年
間
を
期
間
と
す
る
第
４
期
計
画

に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
第
４
期
計
画
で
は
、
町
内
公
共

施
設
が
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
二

酸
化
炭
素
）
を
26
年
度
実
績
と
比
較
し

て
７
・
５
％
削
減
す
る
こ
と
な
ど
の
目
標

値
を
掲
げ
、
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
た

取
り
組
み
内
容
や
評
価
方
法
な
ど
を
定

め
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の

推
進
状
況

　

30
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に

係
る
電
力
使
用
量
は
、
夏
季
・
冬
季
の

節
電
の
取
り
組
み
に
よ
り
８
・
00
％
減

少
し
て
お
り
、
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
、
灯

油
、
Ａ
重
油
な
ど
の
燃
料
使
用
量
も
40
・

58
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
液

化
石
油
ガ
ス
使
用
量
は
、
給
食
セ
ン
タ

ー
建
て
替
え
に
伴
う
炊
飯
設
備
導
入
な

ど
の
た
め
87
・
45
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

30
年
度
の
電
気
・
液
化
石
油
ガ
ス
・
燃

料
の
使
用
量
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
は
、
２
６
０
万
１
４
７
９
・
６
㎏
と

な
り
、
基
準
で
あ
る
26
年
度
実
績
と
比

較
し
て
34
・
34
％
減
少
と
、
削
減
目
標

を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

30
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
が

減
少
し
た
要
因
と
し
て
は
、
電
気
使
用

量
、
燃
料
使
用
量
の
減
少
に
よ
り
ま
す

が
、
主
な
要
因
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
、
火
力
発
電
に
使
用
す
る

化
石
燃
料
消
費
量
の
減
少
に
伴
い
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
算
出
に
用
い
る
対
象
項

目
ご
と
に
公
表
さ
れ
た
排
出
係
数
の
う

ち
、
電
気
使
用
量
に
係
る
排
出
係
数
が

０
・
６
１
３
か
ら
０
・
４
３
８
と
減
少
変
更

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
取
り
組
み
項
目

の
コ
ピ
ー
用
紙
使
用
量
は
、
両
面
コ
ピ
ー

な
ど
に
よ
る
削
減
に
努
め
、
７
・
52
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
上
水
使
用
量
は
、

節
水
に
努
め
ま
し
た
が
、
０
・
51
％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
政
の
推
進
に
必
要
な
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
電
気
使
用

量
、
燃
料
使
用
量
が
増
え
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
職
員
の
環
境
に
対
す
る
意

識
を
よ
り
一
層
高
め
ま
す
。
ま
た
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
備
・
機
器
の
導
入
な

ど
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
無
駄
を
省

き
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
無
理
の
な
い
節
電
な
ど
の

省
エ
ネ
や
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
な
ど
に
よ
り
、
燃
料
消
費
量
や
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
減
ら
し
、
地
球
温

暖
化
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
す
す
め

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

と
は
、
燃
料
消
費
量

や
二
酸
化
炭
素
排

出
量
を
減
ら
し
、
地

球
温
暖
化
防
止
に

つ
な
げ
る｢
運
転
技

術｣

や｢
心
が
け｣

で
す
。心
や
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
走

る
こ
と
や
燃
料
消
費
量
が
少
な
い
運
転

は
、
経
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

1
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
で「
ｅ
ス
タ
ー
ト
」

　

�

優
し
い
発
進
を
心
が
け
る
だ
け
で
、
燃

費
が
良
く
な
り
、
安
全
運
転
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

2�

ゆ
と
り
あ
る
車
間
距
離
で
、

　

加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転
を

　

�

車
間
距
離
が
短
い
と
、
無
駄
な
加
速
・

減
速
が
多
く
な
り
、
燃
費
が
悪
く
な
り

ま
す
。
交
通
状
況
に
応
じ
て
速
度
変
化

の
少
な
い
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

3�

減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
離
そ
う

　

�

エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
が
作
動
し
、
燃
費

が
良
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
減
速
す
る

と
き
や
坂
道
を
下
る
と
き
に
も
エ
ン
ジ

ン
ブ
レ
ー
キ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

4
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
適
切
に

5
無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め
よ
う

　

�

待
ち
合
わ
せ
や
荷
物
の
積
み
下
ろ
し

な
ど
に
よ
る
駐
停
車
の
場
合
は
、
エ

ン
ジ
ン
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

6�

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
チ
ェ
ッ
ク
を

　

心
が
け
よ
う

　

�

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
不
足
す
る
と
燃
費

が
悪
く
な
り
ま
す
。

7
不
要
な
荷
物
は
お
ろ
そ
う

　

�

車
の
燃
費
は
荷
物
の
重
さ
に
大
き
く
影

響
さ
れ
ま
す
。

芦
屋
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
第
４
期
）
の
推
進
状
況
を
公
表
し
ま
す
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8
迷
惑
駐
車
は
や
め
よ
う

�　

�
渋
滞
の
原
因
と
な
り
、
ほ
か
の
車
の
燃

費
の
悪
化
を
も
た
ら
し
交
通
事
故
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

環
境
・
公
園
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
３
８
）

　

遠
賀
川
物
語
⑤

江
戸
時
代
の
遠
賀
川

近
年
の
洪
水

　

近
年
、全
国
的
に
短
期
間
で
局
地
的
に

大
雨
が
降
る
、集
中
豪
雨
が
増
え
て
い
ま

す
。
天
気
予
報
で
も
「
線
状
降
水
帯
」
や

「
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
」
な
ど
の
耳

慣
れ
な
い
言
葉
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

遠
賀
川
流
域
も
例
外
で
は
な
く
、平
成

13
（
２
０
０
１
）
年
、
15
（
２
０
０
３
）

年
な
ど
に
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、流
域
に

多
く
の
雨
が
降
り
、広
範
囲
で
被
害
が
も

た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
15
年
7

月
の
豪
雨
は
、
飯
塚
市
で
昭
和
12
（
１
９

３
７
）
年
の
気
象
台
観
測
開
始
以
来
第
１

位
と
な
る
１
時
間
に
80
㎜
、
総
雨
量
３
２

９
㎜
を
記
録
し
ま
し
た
。
飯
塚
市
街
が
浸

水
し
、
有
名
な
嘉
穂
劇
場
も
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
全
国
の
芸
能
人
が
劇
場
の
救
済

に
協
力
し
ま
し
た
。

遠
賀
川
の
大
改
修
工
事

　

福
岡
藩
の
黒
田
長
政
が
筑
前
国
を
与

え
ら
れ
た
江
戸
初
期
の
遠
賀
川
は
、い
く

つ
に
も
分
か
れ
、曲
が
り
く
ね
っ
た
暴
れ

川
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
遠
賀
川
は
、直

方
で
彦
山
川
と
合
流
し
た
あ
た
り
か
ら

流
れ
は
ま
す
ま
す
緩
や
か
に
な
っ
て
芦

屋
で
響
灘
に
注
ぎ
ま
す
が
、西
北
の
強
い

季
節
風
に
よ
る
響
灘
の
荒
波
が
河
口
に

打
ち
寄
せ
て
土
砂
の
流
出
を
妨
げ
る
た

め
、
河
口
付
近
に
は
大
き
な
洲
が
で
き
、

上
流
か
ら
の
土
砂
の
流
下
を
さ
ら
に
妨

げ
て
河
床
が
だ
ん
だ
ん
あ
が
っ
て
い
く

た
め
、所
々
に
中
洲
が
で
き
る
と
い
う
状

態
で
し
た
。

　

長
政
は
鞍
手
郡
南な

ら

づ

良
津
（
現
・
小
竹

町
）か
ら
河
口
ま
で
の
大
改
修
を
計
画
し

ま
し
た
。
新
し
く
水
路
を
掘
り
、堤
を
築

き
、川
底
も
浚さ
ら

う
工
事
は
寛
永
5
（
１
６

２
８
）年
に
完
成
し
ま
し
た
。
遠
賀
川
下

流
域
を
洪
水
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
、本

流
の
流
れ
を
大
き
く
改
変
し
ま
し
た
が

そ
れ
で
も
洪
水
が
起
こ
る
た
め
、堀
川
を

開
削
し
て
、水
流
を
洞
海
湾
に
流
す
と
い

う
、大
規
模
な
治
水
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。こ
の
堀
川
開
削
工
事
は
長
政
の
死
に

よ
っ
て
中
断
さ
れ
、１
３
０
年
近
い
中
断

と
難
工
事
の
末
、
宝
暦
９
（
１
７
５
９
）

年
完
成
し
ま
す
。

　

一
方
、下
流
部
は
複
雑
な
流
路
の
ま
ま

で
し
た
。寛
永
5
年
に
掘
ら
れ
た
荒あ
ら
み
ず
は
き

水
吐

と
い
う
排
水
路
が
あ
り
ま
し
た
が
、洪
水

時
の
水
は
け
が
悪
い
な
ど
人
々
は
と
て

も
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
立
屋

敷
村
（
現
・
水
巻
町
）
の
庄
屋
で
あ
っ
た

入
江
喜
太
郎
は
こ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
、

古
賀
村
（
現
・
水
巻
町
）
の
と
こ
ろ
で
大

土
手
を
築
き
本
流
を
締
め
切
っ
た
う
え

で
荒
水
吐
を
本
流
に
す
る
計
画
を
立
て

ま
す
。
そ
し
て
、喜
太
郎
の
命
を
賭
け
た

大
工
事
は
大
成
功
に
終
わ
り
ま
す
。延
享

元
（
１
７
４
４
）
年
の
こ
と
で
、こ
の
工

事
は
「
延
享
の
治
水
」
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。こ
う
し
て
遠
賀
川
は
ほ
ぼ
現
在
の
流

路
に
近
い
か
た
ち
に
な
っ
た
の
で
す
。

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
八
十

▷�

江
戸
時
代
前
期
の
遠
賀
川
下
流
部

【削減目標となる基準年度（26 年度）と 30 年度実績】

 取り組み項目 32年度
削減目標

26 年度実績
（Ａ）

30 年度実績
（Ｂ）

26年度との増減
（Ｂ／Ａ－ 1）％

電気使用量（Kwh） 4,917,944.0 4,524,401.1 △ 8.00
液化石油ガス使用量（㎥） 7,111.8 13,331.1 87.45
燃料使用量（ℓ） 357,821.3 212,615.2 △ 40.58
温室効果ガス総排出量
（二酸化炭素・㎏） △ 7.5％ 3,962,336.5 2,601,479.6 △ 34.34

コピー用紙使用量（枚） △ 3％ 3,158,975.0 2,921,325.0 △ 7.52
上水使用量（㎥） △ 5％ 75,640.0 76,025.5 0.51

▷�

明
治
期
の
遠
賀
川
下
流
部
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